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イシガレイの生態に関する研究-II. 

福島県沿岸における幼稚魚の生息分布とその環境について
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lま じ め

イシガレイの瞬化仔魚は，全長 13JImf(.達すると左眼の右側への移動が始まり，全長20JIlIl頃IL変態、

を終える乙とが飼育試験から知られている 1)。自然海では，体長約1.20 cm (全長約しらO佃)の変

態期の稚魚が沿岸の極めて浅い砂浜で採集される叶-4.)。底生生活fL移行した稚魚の生息場について，

藤本・他 (1973)4・)は，河川水の影響が及ぶ河口域を重視しているが，畑中等は内湾性である乙とと

場の底宮を重視している 5)。

本種の産卵場は，仙台湾の特定海域にあると予想されており，本県では県北の松JII鴻でのみ稚魚が
生息する ζとが従来知られていた。乙乙では，本県の沿岸全域における生息状況についての調査結果

を報告するととも f(.，*混，塩分量，底質等の物理的環境要因について調査し生息場の環境条件を若

手検討した。

本文1(.先立ち，調査に御協力願った本県水産試験場松川浦分場の寺井IJ宇旧分場長(現在水産課)， 

大和田淳主任研究員に深謝申し上げる。また，同様の御協力を願った本県水産試験場研究員下園栄昭

氏K深謝申し上げる。

乙の仕事は，昭和48年度太平洋北区栽培漁業漁場資源生態調査の中で行なった。

材料および方法

1973年4月19日から 6月9日にかけて，福島県の北端の新沼から南端の勿来iζいたる，外海K函

した沿岸，港内，河川河口域および内浦等の合計 32地点、で，調査を行なった(図 1)。波打ち際から

水探1m前後のイシガレイ稚魚が生息していそうな場を，タモ網と 2人用地曳網で単位時間(主IL15 

分間)稚魚採集lζ努力した。表層水温を測定し，採*.採泥を行なった。また，天候と海の状況も簡
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図1.福島県太平洋沿岸の概略と調査地点

;乙記録した。調査は主に干潮時11:.行なった。
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表11ζ採集尾数等の結果をまとめた。図211:.採

3稚魚の体長組成を示したが，体長2-4cmのも

jが主体であり，各地点ともほぼ同様な大きさで

2った。 Tこだ，火力発電所から温海水が排出され

鮫川河口域では3曲以下のものは採集されず，

た，原釜港内では 2佃以下のものは採集されな

最古

図2.採集したイシガレイ稚魚の体長組成
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表1.福島県の太平洋沿岸域におけるイシガレイ稚魚生息調査結果

調 査 1也 点 調査日時 採集状況 天候と海の状況 水温 極素量

新沼干拓排水門河口域 4/19 10: 17 0尾/4人.15分 晴・微風・波あり 11. 7.C 
15.43目。
11..72 

北 原 釜 海 芹 /1 。 11 11 /1 /1 12.2 18.27 

相 馬 港 内 /1 9:25 23 /1 /1 /1 10.05 18.16 

原釜海水浴場 /1 9:07 1 /1 /1 H 波あり 10.6 18.33 

松川浦地点① M 12: 15 100/5人 .10分 /1 /1 15.9 17.51 

/1 /1 @ /1 11:34 47 /1 /1 /1 17.3 17.64 

/1 /1 @ /1 11: 54 32 /1 /1 /1 19.8 17.29 

/1 /1 @ /1 14:50 47 /1 /1 /1 16.1 17.79 

/1 11 @ /1 13:05 38 /1 11 11 20.6 17.75 

11 11 @ 11 13:56 54 11 11 11 18.8 17.60 

11 11 ⑦ 11 14:18 10 /1 H 11 18.75 17.25 

真野川河 口域 5/9 10: 10 20/ 3人 .15分 11 11 15.0 13.60 

11 横 浦 11 11: 03 。 11 11 11 16.7 5.30 

請 戸 港 内 11 8: 34 116 11 曇無風 14.0 14.29 

熊川河口の上部(Jll内) 5/8 16:00 。 11 11 微風 17.0 0.12 

11 河口域 /1 16: 15 。 11 11 11 13.6 18.18 

木戸川河口域 /1 15:07 。 11 小雨波あり 13.85 18.64 

久 U) 浜 海岸 5/7 14:20 。 11 快晴 11 16.2 18.49 

11 港 内 11 14:47 ら 11 11 23.5 18.64 

四 倉 港 内 4/26 11: 40 3 /1 曇・微風 14.8 18.86 

新 田 浦 11 12:30 。 11 11 11 21. 05 0.93 

新白浦の横浦 11 12:45 。 11 11 /1 21.55 0.96 

夏井川河口域 11 13:00 。 /1 11 H 波高し 19.6 

滑津川河口域 /1 14時頃 。 11 11 /1 11 

沼 0) 内 港 内 11 15:15 。 H 11 11 15.0 18.31 

薄磯海岸(灯台下) 4/25 15: 15 31 11 晴・無風・波あり 15.3 18.77 

豊 間 港 内 11 14:05 72 /1 11 11 18.7 18.75 

藤原川河口域 4/24 15:50 43 11 曇・微風 14.5 17.64 

絞JII(火力発電所前) 11 11:20 1 11 11 11 15.5 1. 29 
11 向) 11 12: 34 5 11 11 .λY 15.4 1. 00 

勿来海水浴場 11 14:20 。 11 11 H波ゃゃあり 16.4 18.44 

勿来港防波堤ω外 11 13:35 
り 11 

14.2 17.94 (カレイ類1国都)
11 11 

非常lζ多く採集された場は，請戸港内，松川浦地点①，そして豊間港内であり， 3人x15分間の努
力量当りの採集量は，それぞれ116尾， 90尾， 72尾であった。ついで，松川浦の地点@から任切各地

点，藤原川河口域，および薄磯で50-30尾，相馬港内と真野川河口域で 20尾前後であった。

幾つかの調査地点の地形は，図 31L風景写真で示し，立地条件も概説しTこ。

稚魚が多く採集された ζれらの場は，薄磯を除いて外海から閉ざされた場である点で共通している。

薄磯は，外海Iζ面した場である点で異質であり，調査の時も潮の流通が非常によかった。また，真野

k
d
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川河口域と請戸港内は，河川水の影響が大きい。

底質の粒度組成を表2と図 41C示したが，稚魚が多く採集された乙れらの地点はお互い i乙類似し

に粒度組成であっTこ。つまり，粒度 0・5師以上ωもωは少なく， 0・5mm~ 0・125mmω組成分
が 70 数%以上を占めていた。 Tこだし，請戸港内と真野川河口域は粒度 1 棚~O ・ 5 仰のものが約20
%ぞ占め比較的粒度があらいといえよう。まに，松川浦内は粒度 0 ・ 125 醐~O ・ 063 酬の組成分が比
較的多い砂泥質の場であった。

塩分濃度は，河川水の影響がないと思われる豊間港と薄磯が塩素量 18・75%0と18.7ワ唱。で去り，一

方.河川水が流れている請戸港は 14・29%0'真野JI阿口域は 13・60恥であった。
ふに稚魚が採集されなかったか，あるいはわずかしか採集されなかっに地点についてみる。乙れ

らの場一，数例を除いて外海f(.直接面しているか，あるいは外海の影響を強く受ける地形である点が

共通レている。原釜海7J<~t場，北原釜，勿来海水浴場，勿来港防波堤の外側，久の浜，そして，新沼
干拓，木戸川，熊)11，夏井川，滑津川の各河口域が乙れiζ相当する。乙のうち，久の浜と各河口域の

底質は粒度があらい。

四倉港内と久の浜港内は，地形，底質等の立地条件が豊開港内あるいは相馬港内によく類似してい

ると思われるが，わずか数尾しか採集きれなかったo また，塩素量の低い，つまり淡水f(.近い場では

採集されなかった。

三号 察

以上，稚魚の採集状況と場の立地条件について述べたが，塩分量との関係では，本種の稚魚は広範

囲の極分濃度の場時息している乙とが確認されたo 稚魚が比較的広塩性である乙とは，既岬中等

5)が示唆していたが 乙の乙とは実験的Iζも証明されている。底生移行前の瞬化後15日の仔魚は，ジ

なくとも叫o海水(戸素量10.50施。)へはそれまで‘飼育していた通常0)海水(塩素量18.60話。)か

ら直接移しても死亡する乙とはない 5)。浮遊幼稚魚が沿岸浅瀬に集まってくる機構には塩分濃度の変

化も関与している ζ とが考えられるが，底l'移行後の稚魚が生息場を選択するうえでの環境要因とし

ては比重が小さいと思われるo なお，数尾の稚魚が採集された鮫)11は，火力発電所から冷却水lζ使用

した海水が下層を流下し，表層は淡水の河川水が流れている。表層を採オくしたため塩素量が非常f(.低

いが，稚魚は河川敷から急1乙深くなる移行部で採集した。その場の水質は，測定値よりかなり塩素量

が高かったものと考えられる。

稚魚は，明らかK生息場を選択し 1ているようである。昭和47年度1(.著者等は，県南の菊多浦海域と

県北の磯部海域で船曳網による漁獲調査を行なった。各月，水深5，10， 15 rnの3定線を約30分

間曳いたが，底生移行後間もない大きさのイシガレイ稚魚は得られなかった。 ζの海域は，体長5cm

前後以上の稚魚，若魚の生活の場である引。

今回採集された底生移行期から数回の大きさの稚魚は，慨して，外海から閉ざされた内湾性lζ富ん

だ場1乙好んで生息するといえよう。しかし，そのような立地条件の場であると思われる所でも，採集

されない乙ともあり(例.四倉港内，久の浜港内)，逆1(.，外海に面しTこ場でも多数採集される乙と

もある(例・薄磯)0 乙れらω稚魚は，多毛類と端脚類の小さいもの，コペポーダ，紐形動物令食べ
ており，松川浦のものは，乙れ1(.加えて小さい二枚貝のサイホンも食いちぎって食べている。中でも

底生移行期の体長 lcm強の稚魚は，微小なコペポーダと紐形動物を食べている。体長4回以上1(.成長

すると外海Gb浅海域で生活するよう ICなるが，食性は，コペポーダと紐形動物がなくなり，アミが加
わってくる。変態期IC沿岸IL集まってきて生活史の初期の段階を浅い砂浜海域で過ごす型をとるのは，

本種の長い歴史的過程の反映であろうが，浅海域の中でも，今回見られたような内湾性f(.富んだ場1(.
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表2.底質粒度組成(%/累積%)

主ザとミf! -1  - 0.5 -0.25 -0.125 - 0.063 0.063 -

新沼干拓排水門河口域 75.00 20.9今/95.96 3.2ル/詰9.21 0.75/99.96 0.04パ00 。パ00
北 原 釜 海 岸 9.03 2.84/'11.87 42.05~3.92 43.30/令7.22 2.67 /IJ9 .89 0.11パ00
相 馬 港 内 2.67 3.0ら/5・6949.4νも5.1243.25/98.37 1.60パ9.97 0.::J3パ00
原釜海水浴場 0.22 1.9.y 2.16 45.ω，A7.56 50.76/98.32 1.68パ00 。パ00
松川浦地点 ω 0.56 2.l:V 2.67 38.30/旬.9952.80/伺 .79 6.16/99.95 0.05パ00

/1 @ 9.00. 6.7砂〆15.7528.75刈 .5025.95パ0.45 28.94/令9.39 0.61パ00
11 ④ 0.29 0.23/0.52 17.05パ7.5766.70/伯 .27 7.73パ2.00 8.00パ00
11 @ 0.88 3.48/4.36 45.65Ao.01 39.05パ9.0610.75/旬.81 0.19パ00

@ 1.1ら/2.2530.55/E2.80 16.02/伽 .85 2. 15/I-00 11 1.13 49.03パ1.83
11 ⑦ 3.29 6.0与/9.3143.42A2.73 34.05ノ加.7813.02/99.80 0.20パ00
真野 111河口域 5.31 21. 2ゆ1'26.57日 .50パ4.0715・05/99.12 0.12/伺 .24 0.76パ00
11 様 浦 1.60 4.1ら/5.7238.00，A3.72 29.63/13.65 20.43/93.78 6.22パ00

三青 円 港 内 4.37 19. 36/E3.73 55.0μ8.刊 19.38/98・15 0.93/伯 .08 0.92パ00
熊川河口の上部(111内) 2.30 10.10パ2，4067.17パ9.5719.66/旬.23 0.24/伯 .47 0.53/I00 
11 河口域 o .ll 1. 56/1.67 50.07/会1.7445.02/匂6.76 2.04/.ld .80 1.20パ00
木戸川河口域 28.45 33.17/e1.62 30.18/IJ1.80 8.00/令9.80 0.15/伯 .95 0・05パ00
久 の 浜 海 岸 99.52 0.40/99.92 0.0ら--99.95 0.05/100 。パ00 。パ00
11 港 内 1.40 2.61/4.01 13.92パ7.9373.75/91.68 8.27/99.95 0・05パ00

四 居_6.. 港 内 0.47 0.78/1.26 18.09/19.35 77.83/97.18 1.63/98.81 1.19パ00
新 田 浦 26.41 41.62/e8.03 21.16，，139.19 9，46/今8.65 1.17/伺 .82 0.18パ00
夏井川河口域 38.48 38.707.21 17.6'!別 4.86 4.82/99.68 0.27/令9.95 0.05パ00
間 。〉 内 港 内 10.69 26.67パ7.3637.31パ4.6723.82/令8.49 0.27/98.76 1.24パ00
薄磯海岸(灯台下) 3.62 1. 96/ 5.58 32.95/古8.5359.57/旬.10 0.38/98.48 1. 52パ00
豊 間 港 内 5，40 5，53/I0'.83 14.48/25.31 69.26/94.57 2.15/令6.72 3.28パ00
藤原 111河口域 1.83 7 ，5:Y 9.36 29.3今/38，6957.37/96.06 0.97/97.03 2.97/旬。
鮫 111火力発電所前 25.46 30.68，156.14 25.67，，133，81 8.48/92.29 2.69/旬.98 5.02/I00 
" 11 向 5.75 48 ， 00~3.75 37.0今令0.79 8.82/99.64 0，12/99.73 0.27パ00
到来海水浴場 0.90 0.60/1.50 66，4:}'令7.9328.62/96.55 2.00/98.75 1.25/100 
勿来港防波堤の外 3.00 5.0<V8.00 67 .3V75 ，37 21.87/97・24 0.85/令8.09 1.91パ00

ー__._骨胸骨

富ん 3 好んで生息するという乙とは，上記のような食性と大きく関係しているよう lζ思う。外海iζ面した砂
採集 i 浜は，駒山常時の砂がもまれているが，内湾性l乙富んだ場は，底が安定であり易く，慨量
乙と ? が多く，底の生物相が豊富であり，上記の餌料生物の量が多いと思われる。場の選択は，乙のように
'食べ i 餌料生物の種類や量との関係，あるいは食害種や競合種等の他種との関係からもなされよう。稚魚は
1でも Z 明らかに生息場を選択しているようだが，その場を塩分量，底質，地形の物理的環境条件のみでは明
こ成長 j 確Iζ規定する乙とができないようであるo
が力日 j 稚魚は，従来知られていに松川浦だけでなく，本県の全沿岸Ic.生息する乙とが明らかになった。
) OJ!i. 本県沿岸の潮流は，嗣出現頻度が北流系25.仰と対し南流系山%である九特101月から

f場IL 翌年 2月Iζは南流系が卓越する。 1969年 10月 16日開なヮた漂流瓶lζよる潮流調査8)で‘は，鵜の

- 37-
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松川浦地点①左側にJIl口(外海に通じる所内両足首長弘主If--後九る場ふ干潮時
には写真のように干上がれ水は揮を流れるo ノリ，アサリ，ヵキの漁場であるo その他の地点も同

様である。

重量間港内 右側が港奥である。手前の砂浜で稚魚を採集したo

詩戸港内手前が港奥，向が外海に通じるo左

堤防の外を流れる請戸川から河川水の一部が流

入する。

真野川河口域手前が上流である。右側(矢印

方向)に検浦がある。河口より 150mから 250

m上流の河口域で稚魚を採集したo

ャ噛

綴原川河口爆 手前が藤原川であるo調査は河口周辺の埋立地で行なった(破線内)0 現在は，写真

のように整備されて貯木場等に使用され，工業団地の一部になっているo 当時は，防波堤ができてい

たが広い遠浅の場であった。

薄磯 外海に面しているo左側に広い砂浜が続き，海水浴場となっているo 防波堤の場は磯である。

稚魚は，崖下の一部の場でのみ採集されたo灯台は塩屋埼灯台であり，その向は豊開港であるo

-38-
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夏井川河口域新沼干拓排水，熊川，木戸JII，
滑津JIIもここと同様に直接外海に面しているo
ただい当時の夏井川河口域はずっと左側に位

置し，浅瀬の場がかなり広かった。

勿来海水浴場北原釜海岸，原釜海水浴場もこ

こと同様に外海に面した広い砂浜海岸であるo

右側に港口がある。外海から閉ざされた砂浜である。

図3.調査地点の風景(昭和 51年生月初日撮影)
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図4.調査地点の粒度組成
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尾崎の東5マイルと 10マイルの 2点で放流した瓶は全て南下して拾われている。塩屋崎へは 2日後f[.

そして千葉県沿岸は 21日後I乙は漂着している。本種の産卵場は，仙台湾0)特定海域f[.あると予想され

ている。宮城水試(1975)9)は，仙台湾におけるイシカ‘レイ卵の分布調査を行なヮTこが，特tι関上か

ら鳥の海lζいたる沖合距岸 7Km付近の表層で多量の卵を採集し，乙の海域l乙大きな産卵場が形成され

るζとを示している。乙の他，本県の請戸以北海域にもあると予想されているが，本県の沿岸iζ生息

する幼稚魚は，関上から鳥の海iιいたる海域を中心とした産卵場の産卵l乙由来すると思われる。

要 約

1973年4月19日から 5月9日にかけて福島県の太平洋沿岸の 32地点でイシガレイ稚魚の生息分布

調査を行ない次の結果を得化。

1・従来本種の稚魚が生息する乙とが知られていた松川浦だけでなく，本県の全沿岸にわたって生息

する乙とが明らかになった。そして，乙の稚魚は，仙台湾の閑上から鳥の海iζいたる海域守中心と

した産卵場の産卵1[.由来すると思われた。

2・稚魚は，生息、場を明らかに選択していると思われる。今回採集された底生移行期から数回の大き

さの稚魚は，概ね，外海から閉ざされた内湾性1[.富んだ場1[.好んで生息するようである。まTこ'ーそ

の底質は， 0 ・ 5 脚~O ・ 125 棚0)組成分が 70 数%以上を占め，粒度 0 ・ 5 胴以上のものは比較的少

ない。
3・請戸港内，松川浦地占①，そして豊潤港内で非常IL多くの稚魚が採集され，ついで松川浦の地点

@から@の各地点，藤原)1阿口域，および薄磯で多く採集され，相馬港内と真野川河口域でも多く

の稚魚が採集された。
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